
受託分野の強化

▲

P13

人財戦略

▲

P13

財務方針

▲

P14

技術戦略

▲

P7
業務改革とDX

▲

P14

外部環境

働き方改革促進、AI活用ブーム、DXブーム、
クラウド利用認知拡大、半導体不足、
コロナパンデミック、経済不安、
原油高・円安、世界情勢、カントリーリスク など

VUCA時代における環境・時代の変化

2024年（3年計画）売上3,000億円を目
指し、持続的な成長により、さらに、その
先の発展へ

持続的な成長と付加価値向上

3カ年目標

お客様への提供価値向上と
DX支援

継続的な技術革新

業務改革とDXへの対応

人財育成

ガバナンス対応と強化

売上高 3,000億円以上

営業利益 200億円以上

営業利益率 6.7％　以上

ROIC 8.0％　以上

ROE 9.0％　以上

EBITDAマージン 9.0％　以上

配当性向 35.0％　以上

（経営指標／連結）

富士ソフトの価値創造プロセス

富士ソフトグループの価値創造ストーリー

基本方針

中期方針

社是

もっと社会に役立つ
もっとお客様に喜んでいただける
もっと地球に優しい企業グループ
そして「ゆとりとやりがい」

ICTの発展を
お客様価値向上へ結びつける
イノベーション企業グループ

挑戦と創造

変化の激しい時代に対応し、自らを革新し続け、
安定と持続的な成長と付加価値向上を実現

プロダクト提供力

先端ソフト力SI力

IoT
Integration

AI
Integration

Auto
Motive
Integration

Cloud
Computing

Integration

Robot
Integration

Mobile
Integration

Security
Integration

業務系システム開発 
システム基盤構築

組込／制御 
ソフトウェア開発

HWプロダクト+SWノウハウ

IoT
Integration

AI
Integration

Auto
Motive
Integration

Cloud
Computing

Integration

Robot
Integration

Mobile
Integration

Security
Integration

上流強化 5G、ローカル5Gへの取組
そしてglobal展開

人財育成

コーポレート・ガバナンス

＜アイスクリーム＞
DX+AIS-CRM+SD+(5)G2

DXソリューション強化
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技術戦略

G （5G、ローカル5G） 
への取り組み
· 自社内ローカル5G R&D
· ロボットSI・スマート工場
への応用等

Global

プロダクト提供力

先端ソフト力SI力

DX+AIS-CRM+SD+(5)G2
新たな技術分野への幅広いチャレンジを行いながら、

ビジネス上の重点分野としてAIS-CRM のさらなる強化へ

＜アイスクリーム＞

当社では、「AI、IoT、Security、Cloud、Robot、Mobile、AutoMotive」の頭文字を取った「AIS-CRM（アイスクリーム）」
を、いまもっとも力を入れる新技術分野と位置づけています。これまで培ってきた技術とソリューションを融合し、いまま
でにない付加価値と新たなビジネスチャンスを創出していきます。また、DX、５Gなどの先端技術やサービスデザイン、IT

コンサルティング、外部企業アライアンス強化に取り組むことで、国内外のお客様への最適なサービス、プロダクト提供を
通じた、新たな価値で社会に貢献いたします。

IoT
Integration

AI
Integration

Auto
Motive
Integration

Cloud
Computing

Integration

Robot
Integration

Mobile
Integration

Security
Integration

時代の最先端ニーズに即した 
IoTをインテグレーション
組込系技術とビッグデータ分析などを
組み合わせ、IoTの世界をワンストップ
サービスで提供いたします。

セキュリティ脅威への対応 
お客様の安全と利益に貢献
新たなテクノロジーの発展に伴う、
様々な脅威に対応したトータルセキュ
リティの提供により、お客様の安心と
利益向上に貢献します。

スマートモビリティ 
社会の構築
常に発展し続ける自動車ソフト
ウェアに積極的に対応し、車載組
込システムと情報・通信プラット
フォームの融合を進めます。

様々なデバイスで、 
「いつでも、どこでも、つながる世界」を実現
タブレット、デジタル家電、モバイル、自動車、FA・OAなどあら
ゆる機器（デバイス）をクラウドと連携し、「いつでも、どこでも、
つながる」を実現する世界を支えています。

「AI」をお客様の 
ビジネスに活かす
経営、ビジネス、技術の視点か
ら最先端のAIをインテグレー
ションし、お客様に最適なサー
ビスを提供いたします。

DX ソリューション強化
·働き方改革・リモートワーク関連
·スマート工場／物流
·デジタルツイン関連
·5G、ローカル5G等通信関連
·ニューリテール関連

上流強化

· SD （サービスデザイン）を
　適用したお客様対応部隊の強化
· ITコンサルティング部隊の強化と外部企業
アライアンスによる上流からの取り組み実施

AIとロボティクス、「コミュニケーション 
ロボット」の開発を実現する先進技術
AIとロボティクス技術を結集したコミュニケーションロ
ボット「PALRO」の活用と、産業用ロボット分野を支えるソ
フトウェア技術で新たな価値を創出します。

あらゆる業種・業態に対応する 
クラウドサービス
業種、業態やお客様のニーズに最適な
クラウドサービスをプライベートから
パブリックまで幅広く提供いたします。

業務形システム開発 
システム基盤構築

組込／制御 
ソフトウェア開発

HWプロダクト+SWノウハウ

IoT
Integration

AI
Integration

Auto
Motive
Integration

Cloud
Computing

Integration

Robot
Integration

Mobile
Integration

Security
Integration

富士ソフトの成長を支える3つの強み
創業当初から事業の中核を担ってきた組込系／制御系ソフトウェア開発における「先進技術力」と、流通業・製造業・金融業
などのお客様への業務系ソフトウェアにおける「システムインテグレーション力」は、グローバルな競争時代を勝ち抜くビ
ジネスイノベーションとものづくりを支えています。この2本柱に、研究開発や共同開発で培った「プロダクト提供力」を加
えた3つの強みが、当社の持続的成長力の源泉です。

プロダクト提供力

先進技術力システム
インテグレーション力

業務系
ソフトウェア開発の

ソフトウェア／ハードウェア製品の

多種多様な業界における深い業務経験と最新の
技術ノウハウを組み合わせ、ハードからソフトに
わたるインテグレーションビジネスを推進する力

自社研究開発に加え、産官学での共同研究、ソフトウェアのみならず、
ハードウェアを含めた自社プロダクト及びサービスを提供。国内外の
競争力ある商材も含め、お客様に価値を提供する力

組込系／制御系
ソフトウェア開発の

創業当初から事業の中核を担ってきた組込系／
制御系開発分野において、幅広い領域で豊富な
実績を持つ技術ノウハウに加え、研究開発や実
践の場で培われたデジタル技術に裏打ちされた
最先端の技術ノウハウ

プロダクト提供力

先進技術力システム
インテグレーション力

主なパートナーシップ※

かな漢字変換ライブラリ

※各社の商標または登録商標です。 2022年12月現在の情報となります。

主な自社プロダクト自社プロダクト

富士ソフトグループの価値創造ストーリー
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　富士ソフト51年の歴史の中では、1980年代の円高不況や、90年代のバブル崩壊に平成不況、2008年のリーマンショッ
ク、さらには2020年の新型コロナウィルス感染症の流行など、社会経済の劇的な変化がありましたが、当社はその技術や
知識、経験をノウハウとして蓄積し、さらに強化・高度化することでこれら変化に対応し、着実に成長を遂げてまいりました。
　直近10年は「AIS-CRM」の技術分野における「CRM」を2011年より、「AIS」を2018年より本格的に立ち上げ、実績を
積み上げております。これも、常に変化・発展し続ける独自の経営戦略を強みとして、新たなビジネスに挑戦し創造し成長
し革新してきた結果と考えております。今後も、継続的な成長を目指すとともに、プライム市場企業としての役割を果た
してまいります。
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0

65
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55
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（%）

51.5%

54.9%
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60.3%
59.4%

60.3%

55.1%
54.1%

50.7%

54.6%
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114

133
160 168

65 78 86 91

50 5849 495240

795 829 880 927 1,009
1,124

1,306
1,501

1,641
1,757

6.2%

7.2%
7.4% 7.5%

5.8%

6.5%
6.8%

7.4%

5.3%

5.8%

5.2%

5.7%

5.6%
5.4%

4.8%
5.0%

5.2%

6.4%

4.1% 4.2%

1,382

1,054

1,485
1,537

1,415※

1,642

1,808

2,043

2,311 2,410

2,579

（億円）

■ 連結 売上高（左軸）　■ 単体 売上高（左軸）　　　 営業利益（左軸）　　　 親会社株主に帰属する当期純利益（左軸）
　　 ROIC（右軸）　　　 ROE（右軸）　　　 自己資本比率（右軸）

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

富士ソフトグループの価値創造ストーリー

※ 2013年12月期は決算期変更のため、12カ月換算後の数値

直近10年の業績推移と今後の方向性

しっかりした成長と価値向上
⃝ 成長のための人財採用拡大と

強化・人財投資 .............................................. ◎
⃝ プライム路線の推進 ................................ ◎
⃝ 新しい技術への挑戦 ................................ ◎
⃝ プロダクト拡販（自社） ............................ 〇

⃝ プロダクト戦略（他社）............................ ◎
⃝ グループ強化（独自性と協調） ...... 〇
⃝ グローバル戦略 ............................................ △
⃝ 管理費用の抑制 ............................................ 〇

⃝ 新たな分野に挑戦し、創造し、成長し、革新していく
⃝ 売上・利益　成長重視
⃝ 量の拡大とともに質も向上

継続成長とプライム市場対応

⃝ 売上・利益の成長
⃝ 営業利益率の継続的な改善
⃝ ROE、ROIC、EBITDAマージンを指標に組み込み
⃝ 配当性向の見直し
⃝ 財務の健全性維持（自己資本比率等）

直近10年の成長

基本的な考え方

今後の方向性

当社創業来の攻めの経営姿勢

ベンチャー魂を忘れず挑戦し、創造する 
IT大手企業としてのしっかりした振舞い

2012 2021 伸び率

売上 1,382億円 2,579億円 1.9倍
営業利益 73.5億円 168.3億円 2.3倍
営業利益率 5.3% 6.5% 1.2倍
当期利益 40.0億円 91.3億円 2.3倍
ROE 5.2% 7.5% 1.4倍
ROIC 4.1% 7.4% 1.8倍
自己資本 789億円 1,250億円 1.6倍
株価 1,200-1,300円 5,020-6,300円 5倍程度

成長を目指さず、
効率と利益を重視した

縮小均衡型

未だ発展途上である
当社方針としては採用しない
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企業価値向上委員会

企業価値向上委員会の運営体制

お客様への提供価値向上とDX支援 DX技術を活用した従来ビジネスの強化、新たなビジネススキーム確立

継続的な技術革新 AIS-CRMのさらなる発展と新たな分野への積極的対応

業務改革とDXへの対応 DXを活用した業務改革、社内で蓄積したノウハウをお客様へ

人財育成 様々な技術・ビジネスの変化に対応できる基礎力と応用力の育成

ガバナンス対応と強化 プライム市場ガバナンスへの確実な対応と継続的な強化

価値向上を実現するための当社での重要項目
　中期方針である「ICTの発展をお客様価値向上へ結びつけるイノベーション企業グループ」を実行するために、持続的な成長と付加
価値向上を支える仕組みとして以下の５つ仕組みが必要であると考えております。この仕組みにより、デジタル技術でIT、OT※の両面か
らDXをリードし、お客様と社会の価値向上とイノベーションに貢献してまいります。 　当社グループは「ICTの発展をお客様価値向上へ結びつけるイノベーション企業グループ」を目指し、経営の健全性、効率性

を確保するとともに経営の透明性を高めていくことによりコーポレート・ガバナンスの充実を図り、経営環境の変化に迅速に対
応できる組織体制の構築を図っております。
　多くの株主の皆様と建設的な対話からいただいたご指摘やご提案を取り入れ、ステークホルダーに対する更なる価値向上
を推進するため企業価値向上委員会を新設いたしました。

企業価値向上委員会の下部にWG※を設置
委員会での方針に基づいた個別課題の調査・検証を実施し、その素案を委員会で審議する

⃝より客観性と実効性を高めたガバナンス体制の整備
⃝保有資産構成とキャピタルアロケーションの見直しを通じた資本効率と お客様への提供価値の向上 

⃝より透明性のある開示とより積極的な対話を通じた株主コミュニケーションの強化

企業価値向上委員会

組織・ルール、内部統制等の整備、IT化・DX推進

企業理念、健全な企業倫理／経営とコーポレートガバナンスの整備

企業価値向上への舵取り

お客様関係構築 
裾野拡大

⃝多くのお客様接点作り
⃝お客様との取引関係作り
⃝お客様理解と信頼関係構築

ステークホルダー

⃝社会・地域
⃝株主
⃝お客様
⃝社員
⃝ビジネスパートナー
⃝取引先

⃝金融機関
⃝法曹界
⃝報道機関　等

ビジネスの強化
⃝受託ビジネス強化
⃝他ビジネスモデル強化 
　プロダクト・サービス等
⃝新規ビジネスへの挑戦

人の採用・成長 
人財強化

⃝積極的人財採用・育成
⃝人事制度継続改善

グローバル強化

パートナー強化・協働
⃝協働強化と積極開拓

競争力の種作り
⃝ アライアンス戦略（国内外ベン

ダー、ベンチャー、お客様、大学・
行政、取引先、金融系、同業等）

⃝ R&D（産学、アライアンス含む）
⃝ 出資、M&A

魅力的な仕事 
チャレンジ

⃝新しい技術、大きな仕事
⃝お客様の重要テーマ
⃝安定的な仕事　等

社会的責任の遂行
⃝雇用の拡大・維持
⃝人財教育投資
⃝事業活動自体での社会貢献
⃝ESG、SDGsへの対応
⃝様々な社会貢献

企業としての信用力
⃝企業ブランド力、信用力向上
⃝信頼できる企業像作り
⃝企業規模、将来性、安定感
⃝職場環境、働きやすさ

企業の成長
⃝売上・利益の向上
⃝付加価値の向上
⃝資本効率改善
⃝財務体質の強化

採用・教育投資

継続的処遇のUP

あらゆることが相互に関連

多くの要素のバランスを 
取りながら経営 

 
企業価値の向上

富士ソフトグループの企業価値向上に向けた取り組み

富士ソフトグループの価値創造ストーリー

※オペレーショナルテクノロジー:製品や設備、システムを最適に動かすための「制御・運用技術」

現状のガバナンス体制の課題を検証し、より客観性や実
効性を高めるための改善点について検討する

これまでの事業戦略を検証し、長期的な方向性の検討と
併せて、キャピタルアロケーション方針を検討する

株主・投資家との対話方法を検証し、非財務情報も含めた、
より適切な情報開示とIR／SR活動のあり方を検討する

子会社上場の意義の再検証を行い、今後のあり方を検討
する

不動産所持の意義と資本効率観点での再検証により、必
要に応じた見直しを行う

※ WG：ワーキンググループ

サステナビリティ会議と連携

① 企業統治検証ＷＧ ③ 事業検証ＷＧ

② 株主投資家対応WG ④ 企業グループ検証WG

⑤ 不動産検証WG

コーポレート・ガバナンス高度化ＷG 経営財務戦略ＷG
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営業利益向上→当期純利益向上

先行投資資金 財務健全性

資本関連等

受託分野の強化 業務改革とＤＸへの対応
人財強化をベースにそれぞれの事業分野の強化を行い、

戦略的技術分野の強化や新たなビジネス創出により価値向上を実現する 弛まぬ業務改革を進めるとともに、当社自身のＤＸを強力に推進

財務方針
継続的な売上成長の元、自己資本・投資・利益のバランスをとりながら

財務経営数値目標への舵取りを行う

お客様への提供価値向上

ROE・ROIC・
EBITDAマージン等の改善

将来の２桁化

積極採用・拡大

成長による売上・利益絶対額の向上
ビジネスモデル強化、ＤＸ推進
販管費抑制による利益率向上

＋

－
採用拡大・教育投資　適用
人件費・協力会社費　増加
研究開発等の先行投資　確保

社内システム、ＤＸ投資
戦略的な製品・サービス投資
Ｍ＆Ａ、ベンチャー投資
自社ビル・設備投資

配当性向

新たなビジネスの創出：ノウハウの結集とお客様との協働
・製品IoTサービス化（エッジ開発から通信、ビッグデータ分析）

・スマート工場・物流対応（ＰＬＣ制御、ロボットＳＩ、マテハン制御等）　等

人財強化

業務系システム開発
システム基盤構築
ＳＩ力

組込/制御
ソフトウェア開発
先端ソフト力

ＨＷプロダクト＋
ＳＷノウハウ

プロダクト提供力

AIS-CRMのさらなる発展+新たな分野への積極的対応

複数の視点で
バランスを
取り経営多彩なエンジニア現場

経験・学びの機会
豊富なコミュニティ

社会・お客様への
提供価値向上

従来
ビジネス強化

業務改革
仕事のやり方
働き方の改革

・協働ビジネス・サービス創造
・新たな協働開発スタイル
・ハイブリッドな働き方の発展

等

・ 生産性・品質向上への最新技術の 
適用研究（ＡＩＳ-ＣＲM技術活用）

・プロダクト・サービスの付加価値向上
・ＤＸ支援コンサルティングの強化
・サービスデザインアプローチの推進

・ 業務改革とＩＴ化をベースとした効率化 
と高度化

・ デジタルシステムアーキテクチャーの 
整備・実装

・ 基幹システムの整備と短期ＩＴ化の 
並行推進

富士ソフトのＤＸ定義

多様な人財への成長へ

管理系人財
マネージ
メント

DX AIS-CRM系

技術系スペシャリスト

営業系

社内ＤＸノウハウを
お客様にも展開

多様な働き方を支える自社製品及び環境：moreNOTE、FAMoffice、VDI、Teams、M365、+F Mobileルーター…

自己資本比率の健全性維持
５０％以上

30％以上

各分野の強化による従来ビジネスの強化
お客様テーマの深耕と裾野拡大

請負テーマ大型化と付加価値UP（上流からの対応強化と最新技術分野強化）

在宅勤務
制度

育児・
介護休業

自己啓発
奨励制度

戦略促進資格・推
奨セミナー制度

スペシャリスト
制度ウルトラ

フレックス
PM認定
制度 社費留学制度ダイバーシティ推進

女性活躍副業制度

各種専門人財

経営職社員
管理職
監督職

ビジネス企画
事業企画

プロダクト企画

マーケティング

クラウド技術者

セキュリティ人財

インフラ構築
　　　スペシャリスト

ITアーキテクト

データサイエンティスト

サービスデザイン

ITコンサル

プロジェクトマネージャー

IoTスペシャリスト
AIスペシャリスト

プロモーション

バックグラウンドに関わらず
〝人"の可能性を信じ
誠実に働く人を大切にする

志をもって努力する人に挑戦する機会を与え
多様な人財登用と多様な働き方を実現していく

人事ポリシー

処遇向上

IT
コンサル
道場 IoT

推進会議 社内
SNS

AI
推進会議

セキスベ
連絡会

PM
連絡会

イノベーション
カンファレンス

各種
e-Learning

アーキテクト
連絡会

Fuji
Tube

 
  

 

最小サイズ
ヨコ 12.8 ミリまで

富士ソフトグループの価値創造ストーリー

人財戦略
「挑戦と創造」を社是に持続的な成長と企業価値向上を目指すため、「企業は人なり」の精神のもと

人事ポリシーを定め、多様な人財の成長につなげる

Ⅳ.デジタルビジネス創出▲

既存モデルと異なるサービス、プロダクト、
　製品の提供▲

業界構造を変化させるモデル▲

リアルビジネスのバーチャル置換

Ⅲ. デジタルビジネス強化▲

生産性、品質、安全性等の強化▲

取引方法の革新▲

サービス、プロダクトの付加価値強化

Ⅱ.デジタル高度化▲

新たな分析・予測・データ利用

Ⅰ.デジタル効率化▲

徹底な自動化▲
人的ミスの撲滅

最新ITの利用

▲

データ重視

▲

AI

▲

IoT

▲

5G

▲

Cloud

▲

ロボット

▲

モバイル

▲

ネット

▲

ドローン

▲

AR/VR/MR

▲

ＧＰＳ

▲

ブロックチェーン

▲

ＮＦＴ

▲

セキュリティ ０.従来IT化▲

業務効率化と品質UP

ベース：安心なセキュリティ
　新たな働き方改革とコミュニケーション基盤
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